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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】水と蛍光剤組み込み樹脂粒子を含み得る蛍光マ
ゼンタラテックスを提供する。
【解決手段】粒子は、樹脂と、赤色蛍光剤としてのソル
ベントレッド４９と、黄色蛍光剤としてのソルベントイ
エロー９８と、を含み、蛍光マゼンタラテックスは、３
：１～１０：１の範囲のソルベントレッド４９とソルベ
ントイエロー９８との重量比を有する。蛍光マゼンタト
ナー、並びに蛍光マゼンタトナーの作製及び使用方法も
提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  　水と、蛍光剤組み込み樹脂粒子と、を含む、蛍光マゼンタラテックスであって、前記
粒子が、樹脂と、赤色蛍光剤としてのソルベントレッド４９と、黄色蛍光剤としてのソル
ベントイエロー９８と、を含み、前記蛍光マゼンタラテックスが、３：１～１０：１の範
囲の前記ソルベントレッド４９と前記ソルベントイエロー９８との重量比を有する、蛍光
マゼンタラテックス。
【請求項２】
  　前記蛍光マゼンタラテックスが、前記黄色蛍光剤を励起するための波長を有する光の
照射下で、Ｆｏｒｓｔｅｒ共鳴エネルギー移動（ＦＲＥＴ）を呈する、請求項１に記載の
蛍光マゼンタラテックス。
【請求項３】
  　前記黄色蛍光剤の吸収スペクトルと重なる蛍光発光スペクトルを有する蛍光増白剤を
更に含む、請求項１に記載の蛍光マゼンタラテックス。
【請求項４】
  　前記蛍光マゼンタラテックスが、紫外線の照射下でＦＲＥＴを呈する、請求項３に記
載の蛍光マゼンタラテックス。
【請求項５】
  　前記蛍光増白剤の前記蛍光発光スペクトル及び前記黄色蛍光剤の前記吸収スペクトル
が、３０％～１００％の重なりの程度を有する、請求項３に記載の蛍光マゼンタラテック
ス。
【請求項６】
  　前記蛍光増白剤が、蛍光増白剤１８４である、請求項１に記載の蛍光マゼンタラテッ
クス。
【請求項７】
  　前記赤色蛍光剤、前記黄色蛍光剤、及び前記蛍光増白剤の総量が、前記蛍光マゼンタ
ラテックスの０．５重量％～－５重量％の範囲であり、前記蛍光増白剤と前記赤色蛍光剤
及び前記黄色蛍光剤との重量比が、１：１０～１：０．５の範囲である、請求項３に記載
の蛍光マゼンタラテックス。
【請求項８】
  　前記樹脂が、２つの異なる種類の樹脂の組み合わせである、請求項１に記載の蛍光マ
ゼンタラテックス。
【請求項９】
  　前記２つの異なる種類の樹脂が、２：３～３：２の重量比で存在する、請求項８に記
載の蛍光マゼンタラテックス。
【請求項１０】
  　前記２つの異なる種類の樹脂が、２つの非晶性ポリエステル樹脂である、請求項８に
記載の蛍光マゼンタラテックス。
【請求項１１】
  　前記２つの非晶性ポリエステル樹脂が、ポリ（プロポキシル化ビスフェノール－コ－
テレフスレート（terephthlate）－フマレート－ドデセニルスクシネート）及びポリ（プ
ロポキシル化－エトキシル化ビスフェノール－コ－テレフタレート－ドデセニルスクシネ
ート－トリメリト酸無水物）である、請求項１０に記載の蛍光マゼンタラテックス。
【請求項１２】
  　蛍光剤組み込み樹脂粒子を含む蛍光マゼンタトナーであって、前記粒子が、樹脂と、
赤色蛍光剤としてのソルベントレッド４９と、黄色蛍光剤としてのソルベントイエロー９
８と、を含み、前記蛍光マゼンタラテックスが、３：１～１０：１の範囲の前記ソルベン
トレッド４９と前記ソルベントイエロー９８との重量比を有する、蛍光マゼンタトナー。
【請求項１３】
  　前記黄色蛍光剤の吸収スペクトルと重なる蛍光発光スペクトルを有する蛍光増白剤を
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更に含み、前記蛍光マゼンタトナーが、ＵＶ光の照射下でＦＲＥＴを呈する、請求項１２
に記載の蛍光マゼンタトナー。
【請求項１４】
  　前記蛍光剤組み込み樹脂粒子、結晶性ポリエステル樹脂、及び任意選択的に、ワック
スを含む、コアと、前記コアの上のシェルと、を更に含む、請求項１２に記載の蛍光マゼ
ンタトナー。
【請求項１５】
  　前記コアが、２つの非晶性ポリエステル樹脂を更に含む、請求項１４に記載の蛍光マ
ゼンタトナー。
【請求項１６】
  　前記２つの非晶性ポリエステル樹脂が、ポリ（プロポキシル化ビスフェノール－コ－
テレフスレート（terephthlate）－フマレート－ドデセニルスクシネート）及びポリ（プ
ロポキシル化－エトキシル化ビスフェノール－コ－テレフタレート－ドデセニルスクシネ
ート－トリメリト酸無水物）である、請求項１５に記載の蛍光マゼンタトナー。
【請求項１７】
  　前記結晶性ポリエステル樹脂が、式Ｉを有し、
【化１】

  　式中、ａ及びｂの各々が、１～１２の範囲であり、ｐが、１０～１００の範囲である
、請求項１６に記載の蛍光マゼンタトナー。
【請求項１８】
  　前記結晶性ポリエステル樹脂が、ポリ（１，６－ヘキシレン－１，１２－ドデカノエ
ート）である、請求項１７に記載の蛍光マゼンタトナー。
【請求項１９】
  　蛍光マゼンタトナーを作製する方法であって、
  　赤色蛍光剤としてのソルベントレッド４９と、黄色蛍光剤としてのソルベントイエロ
ー９８と、第１の種類の非晶性樹脂と、第２の種類の非晶性樹脂と、を含む１つ以上の蛍
光ラテックスを形成することであって、前記ソルベントレッド４９及び前記ソルベントイ
エロー９８が、３：１～１０：１の範囲の重量比で存在する、形成することと、
  　前記１つ以上の蛍光ラテックスと、結晶性樹脂、前記第１の種類の非晶性樹脂、前記
第２の種類の非晶性樹脂を含む、１つ以上のエマルションと、任意選択的に、ワックス分
散液と、を含む、混合物を形成することと、
  　前記混合物を凝集させて、所定のサイズの粒子を形成することと、
  　前記所定のサイズの前記粒子の上にシェルを形成して、コアシェル粒子を形成するこ
とと、
  　前記コアシェル粒子を合体させて、蛍光マゼンタトナーを形成することと、含む、方
法。
【請求項２０】
  　請求項１２に記載の蛍光マゼンタトナーを使用する方法であって、
  　電子写真式プリンタを使用して、前記蛍光マゼンタトナーを含む画像を形成すること
と、
  　前記蛍光マゼンタトナーを含む前記画像を画像受容媒体に転写することと、
  　前記蛍光マゼンタトナーを前記画像受容媒体に定着させることと、を含む、方法。
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【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
  　トナー用途のための従来の電子写真式印刷システムは、シアン、マゼンタ、イエロー
、及びブラック（cyan, magenta, yellow, and black、ＣＭＹＫ）トナーステーションを
含む、４つのステーションからなる。これら及び他の電子写真式印刷システムは、蛍光ト
ナーを含む特殊な色を印刷するために作製され得る。様々な蛍光トナーが開発されてきた
が、改善された蛍光トナーが望ましい。
【発明の概要】
【０００２】
  　本開示は、蛍光マゼンタラテックス、並びに、蛍光マゼンタラテックスから形成され
る、トナー及びインクジェット印刷組成物などの組成物を提供する。関連する方法もまた
、提供される。
【０００３】
  　一態様では、蛍光マゼンタラテックスが提供される。実施形態では、蛍光マゼンタラ
テックスは、水と、蛍光剤組み込み樹脂粒子と、を含み、粒子は、樹脂と、赤色蛍光剤と
してのソルベントレッド４９と、黄色蛍光剤としてのソルベントイエロー９８と、を含み
、蛍光マゼンタラテックスは、３：１～１０：１の範囲のソルベントレッド４９とソルベ
ントイエロー９８との重量比を有する。
【０００４】
  　別の態様では、蛍光マゼンタトナーが提供される。実施形態では、蛍光マゼンタトナ
ーは、蛍光剤組み込み樹脂粒子を含み、粒子は、樹脂と、赤色蛍光剤としてのソルベント
レッド４９と、黄色蛍光剤としてのソルベントイエロー９８と、を含み、蛍光マゼンタラ
テックスは、３：１～１０：１の範囲のソルベントレッド４９とソルベントイエロー９８
との重量比を有する。
【０００５】
  　別の態様では、蛍光マゼンタトナーの作製方法が提供される。実施形態では、このよ
うな方法は、赤色蛍光剤としてのソルベントレッド４９と、黄色蛍光剤としてのソルベン
トイエロー９８と、第１の種類の非晶性樹脂と、第２の種類の非晶性樹脂と、を含む、１
つ以上の蛍光ラテックスを形成することであって、ソルベントレッド４９及びソルベント
イエロー９８が、３：１～１０：１の範囲の重量比で存在する、形成することと、１つ以
上の蛍光ラテックスと、結晶性樹脂、第１の種類の非晶性樹脂、第２の種類の非晶性樹脂
を含む、１つ以上のエマルションと、任意選択的に、ワックス分散液と、を含む、混合物
を形成することと、混合物を凝集させて、所定のサイズの粒子を形成することと、所定の
サイズの粒子の上にシェルを形成して、コアシェル粒子を形成することと、コアシェル粒
子を合体させて、蛍光マゼンタトナーを形成することと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
  　以下、本開示の例示的な実施形態を、添付の図面を参照して説明する。
【０００７】
【図１】例示的な実施形態による蛍光マゼンタトナーの反射スペクトルを示す。ＴＭＡ（
ｔｏｎｅｒ　ｍａｓｓ　ａｒｅａ）は、０．５ｍｇ／ｃｍ２であった。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
  　本開示は、蛍光マゼンタラテックス、並びに、蛍光マゼンタラテックスから形成され
る、トナー及びインクジェット印刷組成物などの組成物を提供する。関連する方法もまた
、提供される。
【０００９】
  　本発明の蛍光マゼンタラテックスは、赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤が組み込まれた樹脂
粒子である蛍光剤組み込み樹脂粒子を含む。トナーのためのいくつかの蛍光ラテックスが
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開発されてきたが、このようなラテックス及びトナーの輝度は限定されていた。本開示は
、少なくとも部分的に、赤色蛍光剤としてのソルベントレッド４９と、黄色蛍光剤として
のソルベントイエロー９８との特定の蛍光剤対の使用に少なくとも部分的に基づく。この
対は、対がＦｏｒｓｔｅｒ共鳴エネルギー移動（Forster resonance energy transfer、
ＦＲＥＴ）を受けることができるため、特に有利であることが分かっている。したがって
、この対は、ＦＲＥＴ対と称され得る。ＦＲＥＴ対を形成するために、黄色蛍光剤の発光
スペクトルは、赤色蛍光剤の吸収スペクトルと十分に重複しなければならない。黄色蛍光
剤を励起するために光を照射すると、励起された黄色蛍光剤は、非放射性エネルギー移動
を介して赤色蛍光剤にエネルギーを移動させて、赤色蛍光剤から蛍光発光を誘導する。黄
色蛍光剤の正規化された発光スペクトルと赤色蛍光剤の正規化された吸収スペクトルとの
間の重なりの程度が大きいほど、ＦＲＥＴ効率が大きくなり、蛍光ラテックス及び蛍光ラ
テックスから形成される組成物からの全体的な蛍光発光が大きくなる。ソルベントイエロ
ー９８及びソルベントレッド４９の場合、重なりの程度は、非常に大きく、約９０％より
も大きい。
【００１０】
  　実施形態では、本蛍光マゼンタラテックスは、蛍光増白剤を更に含む。蛍光増白剤は
また、黄色蛍光剤、赤色蛍光剤、又はその両方と共に別のＦＲＥＴ対を形成するように選
択されてもよい。更に、蛍光増白剤は、そのパートナーの吸収スペクトルとの所望の重な
りの程度、例えば、５％よりも大きい、１５％よりも大きい、２０％よりも大きい、３０
％よりも大きい、又は３０％～１００％の範囲の重なりの程度を提供するように選択され
てもよい。
【００１１】
  　実施形態では、蛍光増白剤は、３００ｎｍ～４００ｎｍの範囲にわたる吸収スペクト
ル、及び３８０ｎｍ～６５０ｎｍの範囲にわたる発光スペクトルを有する。これは、３０
０ｎｍ～３８０ｎｍの範囲にわたる吸収スペクトルを有する蛍光増白剤を含む。これは、
４００ｎｍ～５５０ｎｍの範囲にわたる発光スペクトルを有する蛍光増白剤を含む。蛍光
増白剤は、３８０ｎｍ～７００ｎｍの範囲の光を吸収しないことも望ましい。「光を吸収
しない」という句は、蛍光増白剤が人間の眼に無色であるという条件で、ゼロを包含する
が、少量の吸収も包含する。
【００１２】
  　ＦＲＥＴ効率はまた、ドナー蛍光剤とアクセプタ蛍光剤分子との間の分離距離（ｄ）
（効率∝ｄ－６）にも関連する。したがって、本蛍光マゼンタラテックスにおいてＦＲＥ
Ｔを実際に達成するために、赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤と、存在する場合、蛍光増白剤と
は、十分に近接し（すなわち、蛍光消光をもたらすほど高くはないが十分に高い濃度で存
在する）、樹脂粒子中に均質に分布する。以下に更に説明される蛍光マゼンタラテックス
の形成方法は、そのような適切な濃度及び均質な分布を達成する。ＦＲＥＴの確認は、以
下に更に説明されるように実行され得る。
【００１３】
  　例示的蛍光増白剤としては、蛍光増白剤１８４、光学増白剤１（蛍光増白剤３９３）
、光学増白剤２、光学増白剤３、光学増白剤Ｃ、光学増白剤ＯＢ、光学増白剤Ｒ、光学増
白剤Ｈｏｓｔａｌｕｘ　ＫＳＮ、光学増白剤Ｈｏｓｔａｌｕｘ　ＫＣＢ、光学増白剤Ｔｅ
ｌａｌｕｘ　ＫＳＢ、蛍光増白剤１２７、ＣＢＳ－１２７、光学増白剤ＰＦ、光学増白剤
ＵＶＴ１、光学増白剤ＳＴ、光学増白剤ＯＥＦ、光学増白剤ＲＴ、Ｔｉｎｏｐａｌ　ＣＢ
Ｓ－Ｘ、ＤＭＳ／ＡＭＳ、ＣＢＳ－１５５、３７８、３６７、３６８、１８５、１９９、
１９９：１、１９９：２、光学増白剤ＥＲ－ＩＶ、光学増白剤ＥＲ－Ｖ、光学増白剤４Ｂ
Ｋ、光学増白剤ＥＲ－Ｉ／ＥＲ－Ｉ　Ｌ、光学増白剤ＥＲ－ＩＩ／ＥＲ－ＩＩ　Ｌ、光学
増白剤ＥＢＦ／ＥＢＦ－Ｌ、ＰＦ／ＤＴ、ＢＡ、ＣＸＴ、Ｒ４、ＭＳＴ－Ｌ、ＢＡＣ、Ｓ
ＷＮ／ＡＷ－Ｌ、ＷＧＳ、ＮＦＷ、ＰＣ、ＢＢＵ／ＢＢＵ－Ｌ、ＶＢＬ／ＶＢＬ－Ｌが挙
げられる。実施形態では、蛍光増白剤は、蛍光増白剤１８４である。異なる種類の蛍光増
白剤の組み合わせが使用されてもよい。
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【００１４】
  　赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤の相対量は、７６の色チャネルａ＊及び６の色チャネルｂ
＊を達成するように選択される。（色チャネルは、以下に更に記載される。）この相対量
は、３：１～１０：１、４：１～９：１、又は５：１～７：１の範囲の赤色：黄色の重量
比に対応する。存在する場合、蛍光増白剤の相対量は、赤色及び黄色蛍光剤の総量と比較
して変化してもよい。実施形態では、（蛍光増白剤）：（赤色及び黄色蛍光剤）の重量比
は、１：２００～１：０．０１、１：５０～１：０．０５、又は１：１０～１：０．５の
範囲である。蛍光マゼンタラテックス中の蛍光剤（赤色、黄色、及び存在する場合、増白
剤）の総量は、蛍光マゼンタラテックスの０．１重量％～－１０重量％であってもよい。
これは、０．１重量％～８重量％、０．２重量％～６重量％、０．５重量％～５重量％、
及び１重量％～２重量％の総量を含む。これらの範囲は、蛍光消光を防止しながらＦＲＥ
Ｔを確実にするために適切な濃度を達成するのに有用である。
【００１５】
  　樹脂
【００１６】
  　本蛍光マゼンタラテックスの樹脂粒子は、赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤と、存在する場
合、蛍光増白剤を含有するためのポリマーマトリックスを提供する。樹脂粒子は、２つ以
上の異なる種類の樹脂を含んでもよい。樹脂は、非晶性樹脂、結晶性樹脂、非晶性樹脂の
混合物、又は結晶性及び非晶性樹脂の混合物であってもよい。樹脂は、非晶性ポリエステ
ル樹脂、結晶性ポリエステル樹脂、非晶性ポリエステル樹脂の混合物、又は結晶性及び非
晶性ポリエステル樹脂の混合物を含むポリエステル樹脂であってもよい。このセクション
はまた、本蛍光マゼンタラテックスから形成される組成物、例えば、トナーに含まれ得る
樹脂も説明することに留意されたい。
【００１７】
  　結晶性樹脂
【００１８】
  　樹脂は、任意選択的な触媒の存在下でジオールと二酸とを反応させることによって形
成される結晶性ポリエステル樹脂であってもよい。結晶性ポリエステルを形成するための
好適な有機ジオールとしては、それらの構造異性体を含め、１，２－エタンジオール、１
，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、２，２
－ジメチルプロパン－１，３－ジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，７－ヘプタン
ジオール、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，１０－デカンジオ
ール、１，１２－ドデカンジオール、これらの組み合わせなどの、約２～約３６個の炭素
原子を有する脂肪族ジオールが挙げられる。脂肪族ジオールは、例えば、樹脂の約４０～
約６０モルパーセント、樹脂の約４２～約５５モルパーセント、又は樹脂の約４５～約５
３モルパーセントの量で選択され得、第２のジオールは、樹脂の約０～約１０モルパーセ
ント、又は樹脂の約１～約４モルパーセントの量で選択され得る。
【００１９】
  　結晶性樹脂の調製のために選択されるビニル二酸又はビニルジエステルを含む有機二
酸又はジエステルの例としては、シュウ酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、スベリ
ン酸、アゼライン酸、セバシン酸、フマル酸、ジメチルフマレート、ジメチルイタコネー
ト、シス，１，４－ジアセトキシ－２－ブテン、ジエチルフマレート、ジエチルマレエー
ト、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、ナフタレン－２，６－ジカルボン酸、ナフ
タレン－２，７－ジカルボン酸、シクロヘキサンジカルボン酸、マロン酸及びメサコン酸
、これらのジエステル又は無水物が挙げられる。有機二酸は、例えば、樹脂の約４０～約
６０モルパーセント、樹脂の約４２～約５２モルパーセント、又は樹脂の約４５～約５０
モルパーセントの量で選択され得、第２の二酸は、樹脂の約０～約１０モルパーセントの
量で選択され得る。
【００２０】
  　結晶性（並びに非晶性）ポリエステルを形成するのに利用され得る重縮合触媒として
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は、テトラアルキルチタネート、ジブチルスズオキシドなどのジアルキルスズオキシド、
ジブチルスズジラウレートなどのテトラアルキルスズ、及びブチルスズオキシド水酸化物
などのジアルキルスズオキシド水酸化物、アルミニウムアルコキシド、アルキル亜鉛、ジ
アルキル亜鉛、酸化亜鉛、酸化第一スズ、又はこれらの組み合わせを挙げることができる
。このような触媒は、例えば、ポリエステル樹脂を生成するために使用される出発二酸又
はジエステルに基づいて、約０．０１モルパーセント～約５モルパーセントの量で利用さ
れてもよい。
【００２１】
  　結晶性樹脂の例としては、ポリエステル、ポリアミド、ポリイミド、ポリオレフィン
、ポリエチレン、ポリブチレン、ポリイソブチレート、エチレン－プロピレンコポリマー
、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、ポリプロピレン、これらの混合物などが挙げられる
。特定の結晶性樹脂は、ポリ（エチレン－アジペート）、ポリ（プロピレン－アジペート
）、ポリ（ブチレン－アジペート）、ポリ（ペンチレン－アジペート）、ポリ（ヘキシレ
ン－アジペート）、ポリ（オクチレン－アジペート）、ポリ（エチレン－サクシネート）
、ポリ（プロピレン－サクシネート）、ポリ（ブチレン－サクシネート）、ポリ（ペンチ
レン－サクシネート）、ポリ（ヘキシレン－サクシネート）、ポリ（オクチレン－サクシ
ネート）、ポリ（エチレン－セバケート）、ポリ（プロピレン－セバケート）、ポリ（ブ
チレン－セバケート）、ポリ（ペンチレン－セバケート）、ポリ（ヘキシレン－セバケー
ト）、ポリ（オクチレン－セバケート）、ポリ（デシレン－セバケート）、ポリ（デシレ
ン－デカノエート）、ポリ（エチレン－デカノエート）、ポリ（エチレン－ドデカノエー
ト）、ポリ（ノニレン－セバケート）、ポリ（ノニレン－デカノエート）、コポリ（エチ
レン－フマレート）－コポリ（エチレン－セバケート）、コポリ（エチレン－フマレート
）－コポリ（エチレン－デカノエート）、コポリ（エチレン－フマレート）－コポリ（エ
チレン－ドデカノエート）、コポリ（２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオール－デ
カノエート）－コポリ（ノニレン－デカノエート）、ポリ（オクチレン－アジペート）、
及びこれらの混合物などの、ポリエステル系であってもよい。ポリアミドの例としては、
ポリ（エチレン－アジパミド）、ポリ（プロピレン－アジパミド）、ポリ（ブチレン－ア
ジパミド）、ポリ（ペンチレン－アジパミド）、ポリ（ヘキシレン－アジパミド）、ポリ
（オクチレン－アジパミド）、ポリ（エチレン－スクシンイミド）、ポリ（プロピレン－
セバカミド）、及びこれらの混合物が挙げられる。ポリイミドの例としては、ポリ（エチ
レン－アジピミド）、ポリ（プロピレン－アジピミド）、ポリ（ブチレン－アジピミド）
、ポリ（ペンチレン－アジピミド）、ポリ（ヘキシレン－アジピミド）、ポリ（オクチレ
ン－アジピミド）、ポリ（エチレン－スクシンイミド）、ポリ（プロピレン－スクシンイ
ミド）、ポリ（ブチレンス－クシンイミド）、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００２２】
  　実施形態では、結晶性ポリエステル樹脂は、以下の式（Ｉ）を有する。
【化１】

  　ａ及びｂの各々は、１～１２、２～１２、又は４～１２の範囲であり得、更に、ｐは
、１０～１００、２０～８０、又は３０～６０の範囲であり得る。実施形態では、結晶性
ポリエステル樹脂は、ポリ（１，６－ヘキシレン－１，１２－ドデカノエート）であり、
ドデカン二酸と１，６－ヘキサンジオールとの反応によって生成され得る。
【００２３】
  　上記のように、開示された結晶性ポリエステル樹脂は、重縮合触媒の存在下で、好適
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な有機ジオールと好適な有機二酸とを反応させることによる重縮合プロセスによって調製
され得る。有機ジオールと有機二酸との化学量論的等モル比を利用し得るが、有機ジオー
ルの沸点が約１８０℃～約２３０℃である場合には、約０．２～１モル当量のエチレング
リコール又はプロピレングリコールなどの過剰量のジオールを利用し、蒸留によって重縮
合プロセス中に除去することができる。利用される触媒の量は様々であってもよく、例え
ば、結晶性ポリエステル樹脂の約０．０１～約１又は約０．１～約０．７５モルパーセン
トなどの量で選択され得る。
【００２４】
  　結晶性樹脂は、様々な融点を有してもよく、例えば、約３０℃～約１２０℃、約５０
℃～約９０℃、約６０℃～約８０℃である。結晶性樹脂は、ゲル透過クロマトグラフィ（
gel permeation chromatography、ＧＰＣ）によって測定されると、例えば、約１，００
０～約５０，０００、約２，０００～約２５，０００、又は約５，０００～約２０，００
０の数平均分子量（number average molecular weight、Ｍｎ）、及びＧＰＣによって決
定されると、約２，０００～約１００，０００、約３，０００～約８０，０００、又は約
１０，０００～約３０，０００の重量平均分子量（weight average molecular weight、
Ｍｗ）を有し得る。結晶性樹脂の分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は、例えば、約２～約６、約
３～約５、又は約２～約４であってもよい。
【００２５】
  　非晶性樹脂
【００２６】
  　樹脂は、任意選択的な触媒の存在下でジオールと二塩基酸とを反応させることによっ
て形成される非晶性ポリエステル樹脂であってもよい。非晶性ポリエステルの調製のため
に利用されるビニル二酸又はビニルジエステルを含む二酸又はジエステルの例としては、
テレフタル酸、フタル酸、イソフタル酸、フマル酸、トリメリト酸、ジメチルフマレート
、ジメチルイタコネート、シス、１，４－ジアセトキシ－２－ブテン、ジエチルフマレー
ト、ジエチルマレエート、マレイン酸、コハク酸、イタコン酸、コハク酸、無水コハク酸
、ドデシルコハク酸、無水ドデシルコハク酸、グルタル酸、無水グルタル酸、アジピン酸
、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、ドデカンジ二酸、ジメチルテレフタレート、
ジエチルテレフタレート、ジメチルイソフタレート、ジエチルイソフタレート、ジメチル
フタレート、無水フタル酸、ジエチルフタレート、ジメチルサクシネート、ジメチルフマ
レート、ジメチルマレエート、ジメチルグルタレート、ジメチルアジペート、ジメチルド
デシルサクシネート、及びこれらの組み合わせなどの、ジカルボン酸又はジエステルが挙
げられる。有機二塩基酸又はジエステルは、例えば、樹脂の約４０～約６０モルパーセン
ト、樹脂の約４２～約５２モルパーセント、樹脂の約４５～約５０モルパーセントの量で
存在してもよい。
【００２７】
  　非晶性ポリエステルの生成に利用され得るジオールの例としては、１，２－プロパン
ジオール、１，３－プロパンジオール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオー
ル、１，４－ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、２，２－ジメチル
プロパンジオール、２，２，３－トリメチルヘキサンジオール、ヘプタンジオール、ドデ
カンジオール、ビス（ヒドロキシエチル）－ビスフェノールＡ、ビス（２－ヒドロキシプ
ロピル）－ビスフェノールＡ、１，４－シクロヘキサンジメタノール、１，３－シクロヘ
キサンジメタノール、キシレンジメタノール、シクロヘキサンジオール、ジエチレングリ
コール、ビス（２－ヒドロキシエチル）オキシド、ジプロピレングリコール、ジブチレン
、及びこれらの組み合わせが挙げられる。選択される有機ジオールの量は様々であっても
よく、有機ジオールは、例えば、樹脂の約４０～約６０モルパーセント、樹脂の約４２～
約５５モルパーセント、又は樹脂の約４５～約５３モルパーセントの量で存在してもよい
。
【００２８】
  　好適な非晶性樹脂の例としては、ポリエステル、ポリアミド、ポリイミド、ポリオレ
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フィン、ポリエチレン、ポリブチレン、ポリイソブチレート、エチレン－プロピレンコポ
リマー、エチレン－ビニルアセテートコポリマー、ポリプロピレンなど、及びこれらの混
合物が挙げられる。
【００２９】
  　不飽和非晶性ポリエステル樹脂が樹脂として利用されてもよい。このような樹脂の例
としては、米国特許第６，０６３，８２７号に開示されるものが挙げられ、その開示は、
参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。例示的な不飽和非晶質ポリエステル樹脂
としては、限定するものではないが、ポリ（プロポキシル化ビスフェノールコフマレート
）、ポリ（エトキシル化ビスフェノールコフマレート）、ポリ（ブチルオキシル化ビスフ
ェノールコフマレート）、ポリ（コプロポキシル化ビスフェノールコエトキシル化ビスフ
ェノールコフマレート）、ポリ（１，２－プロピレンフマレート）、ポリ（プロポキシル
化ビスフェノールコマレエート）、ポリ（エトキシル化ビスフェノールコマレエート）、
ポリ（ブチルオキシル化ビスフェノールコマレエート）、ポリ（コプロポキシル化ビスフ
ェノールコエトキシル化ビスフェノールコマレエート）、ポリ（１，２－プロピレンマレ
エート）、ポリ（プロポキシル化ビスフェノールコイタコネート）、ポリ（エトキシル化
ビスフェノールコイタコネート）、ポリ（ブチルオキシル化ビスフェノールコイタコネー
ト）、ポリ（コプロポキシル化ビスフェノールコエトキシル化ビスフェノールコイタコネ
ート）、ポリ（１，２－プロピレンイタコネート）、及びこれらの組み合わせが挙げられ
る。
【００３０】
  　好適なポリエステル樹脂は、ポリ（プロポキシ化ビスフェノールＡコフマレート）樹
脂などの非晶性ポリエステルであってもよい。そのような樹脂及びそれらの製造のための
プロセスの例としては、米国特許第６，０６３，８２７号に開示されるものが挙げられ、
その開示は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【００３１】
  　好適なポリエステル樹脂としては、非晶性酸性ポリエステル樹脂が挙げられる。非晶
性酸ポリエステル樹脂は、プロポキシル化ビスフェノールＡ、エトキシル化ビスフェノー
ルＡ、テレフタル酸、フマル酸、及びドデセニルコハク酸無水物の任意の組み合わせ、例
えばポリ（プロポキシル化ビスフェノール－コ－テレフスレート（terephthlate）－フマ
レート－ドデセニルスクシネート）に基づいてもよい。使用され得る別の非晶性酸ポリエ
ステル樹脂は、ポリ（プロポキシル化－エトキシル化ビスフェノール－コ－テレフタレー
ト－ドデセニルスクシネート－トリメリト酸無水物）である。
【００３２】
  　樹脂として利用され得る直鎖状プロポキシル化ビスフェノールＡフマレート樹脂の例
は、Ｒｅｓａｎａ　Ｓ／Ａ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｓ　Ｑｕｉｍｉｃａｓ，Ｓａｏ　Ｐａｕ
ｌｏ，Ｂｒａｚｉｌから商品名ＳＰＡＭＩＩで入手可能である。利用され得る、市販の他
のプロポキシル化ビスフェノールＡフマレート樹脂としては、Ｋａｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ，ＪａｐａｎからのＧＴＵＦ及びＦＰＥＳＬ－２、並びにＲｅｉｃｈｈｏｌｄ，Ｒ
ｅｓｅａｒｃｈ　Ｔｒｉａｎｇｌｅ　Ｐａｒｋ，Ｎ．Ｃ．からのＥＭ１８１６３５などが
挙げられる。
【００３３】
  　非晶性樹脂又は非晶性樹脂の組み合わせは、約３０℃～約８０℃、約３５℃～約７０
℃、又は約４０℃～約６５℃のガラス転移温度を有し得る。ガラス転移温度は、示差走査
熱量測定（differential scanning calorimetry、ＤＳＣ）を使用して測定され得る。非
晶性樹脂は、ＧＰＣによって測定されると、例えば、約１，０００～約５０，０００、約
２，０００～約２５，０００、又は約１，０００～約１０，０００のＭｎを有してもよく
、ＧＰＣによって決定されるときに、例えば、約２，０００～約１００，０００、約５，
０００～約９０，０００、約１０，０００～約９０，０００、約１０，０００～約３０，
０００、又は約７０，０００～約１００，０００のＭｗを有し得る。
【００３４】
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  　本トナー中の樹脂（複数可）は、樹脂の末端に存在し得る酸基を有し得る。存在し得
る酸基としては、カルボン酸基等が挙げられる。カルボン酸基の数は、樹脂を形成するた
めに利用される材料及び反応条件を調整することによって制御されてもよい。実施形態で
は、樹脂は、約２ｍｇのＫＯＨ／ｇの樹脂～約２００ｍｇのＫＯＨ／ｇ、約５ｍｇのＫＯ
Ｈ／ｇの樹脂～約５０ｍｇのＫＯＨ／ｇの樹脂、又は約５ｍｇのＫＯＨ／ｇの樹脂～約１
５ｍｇのＫＯＨ／ｇの樹脂の酸価を有するポリエステル樹脂であってもよい。酸含有樹脂
は、テトラヒドロフラン溶液中に溶解してもよい。酸価は、指示薬としてフェノールフタ
レインを含有するＫＯＨ／メタノール溶液で滴定することによって検出されてもよい。酸
価は、次に、滴定の終点として同定された樹脂上の全ての酸基を中和するのに必要なＫＯ
Ｈ／メタノールの相当量に基づいて計算されてもよい。
【００３５】
  　本蛍光マゼンタラテックスは、単一種類の樹脂、例えば、単一の種類の非晶性ポリエ
ステル樹脂、又は複数の種類の樹脂、例えば、２つの異なる種類の非晶性ポリエステル樹
脂を含んでもよい。このような実施形態では、非晶性ポリエステル樹脂のうちの１つは、
他方よりも大きいＭｎ又はＭｗを有する。２つの異なる種類の非晶性ポリエステル樹脂が
使用される実施形態では、２つの種類の重量比は２：３～３：２であってもよい。これは
、１：１の重量比を含む。代替的に、各々が異なる種類の非晶性ポリエステル樹脂を含む
、２つの別個の蛍光マゼンタラテックスが使用されてもよい。しかしながら、共に、蛍光
マゼンタラテックス（複数可）は、この重量比の範囲内にある２つの異なる種類の非晶性
ポリエステル樹脂を提供する。これらの重量比は、樹脂粒子に組み込まれると、蛍光剤の
均質な分布を確実にするために有用である。これはまた、ＦＲＥＴを促進しながら、蛍光
消光を防止する。
【００３６】
  　樹脂の総量は、蛍光マゼンタラテックス中に、例えば、蛍光ラテックスの１重量％～
６０重量％の量で存在してもよい。これは、５重量％～５０重量％、及び１０重量％～４
０重量％の範囲の樹脂の総量を含む。
【００３７】
  　上記のように、蛍光剤組み込み樹脂の形態は、粒子の形態である。粒子は、動的光散
乱によって測定されるように、２０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲の平均サイズを有してもよ
い。
【００３８】
  　他の成分
【００３９】
  　本蛍光マゼンタラテックスは、通常、１つ以上の溶媒を更に含むが、それらは乾燥形
態でも利用されてもよい。水が、典型的には溶媒として使用されるが、有機溶媒（複数可
）が含まれてもよい。他の成分、例えば、１つ以上の種類の消泡剤、１つ以上の種類の界
面活性剤、１つ以上の種類の殺生物剤を含んでもよい。界面活性剤としては、ドデシル硫
酸ナトリウム、Ｃａｌｆａｘ／Ｄｏｗｆａｘ、ジオクチルスルホコハク酸ナトリウム、ド
デシルベンゼンスルホン酸ナトリウムなどが挙げられる。殺生物剤としては、Ｐｒｏｘｅ
ｌ　ＧＸＬ、Ｋａｔｈｏｎ殺生物剤、Ｂｉｏｂａｎ防腐剤、Ｒｏｃｉｍａ　５８６マイク
ロブレード、Ｕｃａｒｃｉｄｅ抗菌剤、Ｄｏｗｉｃｉｄｅ抗菌剤などが挙げられる。
【００４０】
  　蛍光マゼンタラテックスの調製
【００４１】
  　蛍光剤組み込み樹脂粒子及び該粒子を含む蛍光マゼンタラテックスは、以下のように
調製されてもよい。混合物は、所望の蛍光剤、所望の樹脂、及び溶媒を組み合わせること
によって形成されてもよい。溶媒は、１つ以上の種類の有機溶媒（アセトン、テトラヒド
ロフラン、酢酸エチル、メチルエチルケトン、塩化メチレン、メタノール、エタノール、
ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ブタノールなど）、並びに水を含む
溶媒系であってもよい。他の添加剤、例えば、１つ以上の種類の界面活性剤（上記「他の
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成分」を参照）及び１つ以上の種類の塩基（水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモ
ニア、トリエチルアミン、重炭酸ナトリウム等を参照）が混合物に含まれてもよい。
【００４２】
  　上記のように、所望の蛍光剤は、赤色蛍光剤と黄色蛍光剤の両方、及び１つ以上の種
類の蛍光増白剤を含んでもよい。所望の樹脂は、２つ以上の種類の樹脂を含んでもよい。
ＦＲＥＴを容易にするために、ＦＲＥＴ対が同じ蛍光ラテックスに形成されることが望ま
しい。しかしながら、上記に述べたように、別個の蛍光ラテックス、例えば、黄色蛍光剤
を含む一方の蛍光ラテックスと、赤色蛍光剤を含む他方の蛍光ラテックスが調製及び使用
されてもよい。
【００４３】
  　得られた蛍光剤／樹脂／溶媒混合物は、混合物が均質になるように混合中に、ある温
度（例えば、３０℃～８０℃、４０℃～７５℃、４５℃～７０℃）まである時間（例えば
、２０分～５時間、３０分～２時間、１時間）加熱される。混合中に樹脂を中和するため
に、追加の塩基が添加されてもよい。均質化を確実にし、所望のサイズを有する蛍光剤組
み込み樹脂粒子を提供するために、混合が行われる。（混合及び均質化は、トナーに関し
て以下で更に説明される。）界面活性剤の量、及び／又は殺生物剤が添加されてもよい。
最後に、有機溶媒が蒸留により除去されてもよい。このプロセス中に水が添加されて、所
望の固形分を維持してもよい。得られる蛍光マゼンタラテックスを使用して、蛍光が所望
される任意の種類の組成物を形成してもよい。例示的な組成物としては、トナー及びイン
クジェット印刷組成物が挙げられ、それによって、このような組成物の蛍光をレンダリン
グする。これらの例示的な組成物は、以下で更に説明される。
【００４４】
  　蛍光マゼンタラテックスの蛍光、及び蛍光マゼンタラテックス中で生じるＦＲＥＴの
存在を、製造元の指示に従って操作される分光濃度計（Ｈｕｎｔｅｒ、Ｘ－Ｒｉｔｅなど
）又は蛍光分光計を使用して確認及び定量化してもよい。これらのシステムを使用して、
明度Ｌ＊、色チャネルａ＊及びｂ＊、並びに蛍光マゼンタラテックスの反射率を決定して
もよい。明度Ｌ＊に関して、ＣＩＥＬＡＢ色空間（ＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊としても知られ
ているか、又は時には、単に「Ｌａｂ」色空間と略される）は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｎ　Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ（ＣＩＥ）によって定義
される色空間である。黒色（０）から白色（１００）までの明度のＬ＊、緑色（－）から
赤色（＋）までのａ＊、及び青（－）から黄色（＋）までのｂ＊の３つの値として色を表
す。
【００４５】
  　３つのパラメータが測定されるので、空間自体それ自体は、無限に多くの取り得る色
を可能にする３次元実数空間である。実際には、その空間は、通常、デジタル表現のため
の３次元整数空間上にマッピングされ、したがって、Ｌ＊、ａ＊、及びｂ＊値は、通常、
予め定義された範囲で絶対的である。明度値Ｌ＊は、Ｌ＊＝０で最も暗い黒色を表し、Ｌ
＊＝１００で最も明るい白色を表す。色チャネルａ＊及びｂ＊は、ａ＊＝０及びｂ＊＝０
で真のニュートラルグレー値を表す。ａ＊軸は、緑色－赤色成分を表し、負方向が緑色で
あり、正方向が赤色である。ｂ＊軸は、青色－黄色成分を表し、負方向が青色であり、正
方向が黄色である。ａ＊軸及びｂ＊軸のスケーリング及び限界値は、特定の実装に依存す
るが、多くの場合、±１００又は－１２８～＋１２７の範囲で実行される（符号付き８ビ
ット整数）。
【００４６】
  　上記のように、本蛍光マゼンタラテックスは、７６の色チャネルａ＊及び－６の色チ
ャネルｂ＊を特徴とする。ソルベントレッド４９及びソルベントイエロー９８の少なくと
も１つのＦＲＥＴ対を有し、ＦＲＥＴ（適切な濃度及び均質な分布による）を呈する蛍光
マゼンタラテックスは、赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤の異なる組み合わせを有する比較蛍光
ラテックス（例えば、ソルベントレッド４９及びソルベントイエロー１６０：１）と比較
して有意に高い明度Ｌ＊及び反射率の値を有することを特徴とする。明度Ｌ＊及び反射率
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は、蛍光増白剤を組み込むことによって更に大きくなる。以下の実施例に示すように、紫
外線（ultraviolet、ＵＶ）光で照明すると、ソルベントレッド４９、ソルベントイエロ
ー９８、及び蛍光増白剤を含む蛍光マゼンタラテックスは、０．５ｍｇ／ｃｍ２のトナー
質量面積（toner mass area、ＴＭＡ）において、約６１０ｎｍのピーク反射率（すなわ
ち、ピークでの反射率の値）を呈し、これは、ソルベントレッド４９、ソルベントイエロ
ー１６０：１、及び同じ蛍光増白剤を含む比較蛍光マゼンタラテックスのものよりも２０
単位大きかった。
【００４７】
  　トナー
【００４８】
  　本発明のトナーを形成するために、上述した樹脂のいずれも、例えば、溶媒系転相乳
化プロセスを使用することによって、エマルション（複数可）として提供されてもよい。
次いで、エマルションは、例えば、エマルション凝集及び合体（emulsion aggregation、
ＥＡ）プロセスを使用することによって、トナーを形成するために原材料として利用され
得る。しかしながら、トナーは、他のプロセスを使用して調製されてもよい。上記のよう
に、上述の蛍光マゼンタラテックスのいずれも、蛍光マゼンタトナーを形成するためのト
ナー調製プロセスにおいて使用されてもよい。
【００４９】
  　トナーはまた、ワックスを含んでもよく、ワックスは、水中のワックスの別個の分散
液としてトナーに組み込まれてもよい。しかしながら、トナーは、一般に、上述した蛍光
剤以外に、いずれの顔料又はいずれの他の着色剤も含まない。
【００５０】
  　ワックス
【００５１】
  　任意選択的に、ワックスが、本トナーに含まれてもよい。１種類のワックス又は２つ
以上の異なるワックスの混合物が使用されてもよい。例えば、トナー粒子の形状、トナー
粒子表面上のワックスの存在及び量、帯電及び／又は融着特性、光沢、ストリッピング、
オフセット特性などの特定のトナー特性を改善するために、単一のワックスを添加しても
よい。代替的に、ワックスの組み合わせを添加して、複数の特性をトナー組成物に提供す
ることができる。
【００５２】
  　ワックスが含まれる場合、ワックスは、例えば、トナーの約１重量％～約２５重量％
、又はトナーの約５重量％～約２０重量％の量で存在してもよい。
【００５３】
  　ワックスが使用される場合、ワックスは、エマルション凝集トナーに従来使用されて
いる様々なワックスのいずれかを含んでもよい。選択され得るワックスとしては、例えば
、約５００～約２００００、又は約１，０００～約１０，０００の平均分子量を有するワ
ックスが挙げられる。使用され得るワックスとしては、例えば、Ａｌｌｉｅｄ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されているよ
うな、直鎖状ポリエチレンワックスと分岐状ポリエチレンワックスを含むポリエチレン、
直鎖状ポリプロピレンワックスと分岐状ポリプロピレンワックスを含むポリプロピレン、
ポリメチレンワックス、ポリエチレン／アミド、ポリエチレンテトラフルオロエチレン、
ポリエチレンテトラフルオロエチレン／アミド、及びポリブテンワックスなどのポリオレ
フィン、例えば、Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅから市販されているようなＰＯＬＹＷ
ＡＸ（商標）ポリエチレンワックス、Ｍｉｃｈａｅｌｍａｎ，Ｉｎｃ．及びＤａｎｉｅｌ
ｓ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なワックスエマルション、Ｅａｓｔ
ｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．から市販されているＥＰＯＬＥ
ＮＥ　Ｎ－１５（商標）、並びにＳａｎｙｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋ．Ｋ．から入手可能な低重
量平均分子量ポリプロピレンのＶＩＳＣＯＬ　５５０－Ｐ（商標）、カルナバワックス、
ライスワックス、キャンデリラワックス、ウルシワックス、及びホホバオイルなどの植物
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系ワックス、蜜蝋などの動物系ワックス、モンタンワックス、オゾケライト、セレジン、
パラフィンワックス、粗油の蒸留に由来するワックスなどの微結晶ワックス、シリコーン
ワックス、メルカプトワックス、ポリエステルワックス、ウレタンワックス、などのミネ
ラル系ワックス及び石油系ワックス、変性ポリオレフィンワックス（カルボン酸末端ポリ
エチレンワックス又はカルボン酸末端ポリプロピレンワックスなど）、Ｆｉｓｃｈｅｒ－
Ｔｒｏｐｓｃｈワックス、ステアリルステアレート及びベヘニルベヘネートなどの高級脂
肪酸及び高級アルコールから得られるエステルワックス、ステアリン酸ブチル、オレイン
酸プロピル、グリセリドモノステアレート、グリセリドジステアレート、及びペンタエリ
スリトールテトラベヘネートなどの高級脂肪酸及び一価又は多価低級アルコールから得ら
れるエステルワックス、ジエチレングリコールモノステアレート、ジプロピレングリコー
ルジステアレート、ジグリセリルジステアレート、及びトリグリセリルテトラステアレー
トなどの高級脂肪酸及び多価アルコールマルチマーから得られるエステルワックス、ソル
ビタンモノステアレートなどのソルビタン高級脂肪酸エステルワックス、並びにコレステ
リルステアレートなどのコレステロール高級脂肪酸エステルワックスが挙げられる。使用
し得る官能化ワックスの例としては、例えば、アミン、アミド、例えば、Ｍｉｃｒｏ　Ｐ
ｏｗｄｅｒ　Ｉｎｃ．から入手可能なＡＱＵＡ　ＳＵＰＥＲＳＬＩＰ　６５５０（商標）
、ＳＵＰＥＲＳＬＩＰ　６５３０（商標）、フッ素化ワックス、例えば、Ｍｉｃｒｏ　Ｐ
ｏｗｄｅｒ　Ｉｎｃ．から入手可能なＰＯＬＹＦＬＵＯ　１９０（商標）、ＰＯＬＹＦＬ
ＵＯ　２００（商標）、ＰＯＬＹＳＩＬＫ　１９（商標）、ＰＯＬＹＳＩＬＫ　１４（商
標）、脂肪族極性アミド官能化ワックスなどの混合フッ素化アミドワックス、ヒドロキシ
ル化不飽和脂肪酸のエステル、例えば、これもまたＭｉｃｒｏ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｉｎｃ．
から入手可能なＭＩＣＲＯＳＰＥＲＳＩＯＮ　１９（商標）、イミド、エステル、第四級
アミン、カルボン酸又はアクリルポリマーエマルション、例えば、いずれもＳＣ　Ｊｏｈ
ｎｓｏｎ　ｗａｘから入手可能なＪＯＮＣＲＹＬ　７４（商標）、８９（商標）、１３０
（商標）、５３７（商標）及び５３８（商標）、並びにＡｌｌｉｅｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　ａｎｄ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎとＳＣ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　ｗａ
ｘから入手可能な塩素化ポリプロピレン及びポリエチレンが挙げられる。前述のワックス
の混合物及び組み合わせもまた、実施形態で使用されてもよい。ワックスは、例えば、定
着機ロール剥離剤として含まれてもよい。実施形態では、ワックスは、結晶性又は非晶性
であってもよい。
【００５４】
  　実施形態では、トナーは、樹脂を含むエマルションと、赤色蛍光剤、黄色蛍光剤、及
び存在する場合、蛍光増白剤（１つ以上の蛍光ラテックスとして提供されるが、好ましく
はＦＲＥＴを確実にするために１つ）と、任意選択的に、ワックス（別個の分散液として
提供される）との混合物を凝集させ、次いで、混合物を合体させることなどによって、Ｅ
Ａプロセスによって調製される。樹脂を含むエマルションは、１つ以上の樹脂を含んでも
よく、又は異なる樹脂は、異なるエマルションとして提供されてもよい。樹脂を含むエマ
ルション（複数可）は、一般に、蛍光剤を含まず、したがって蛍光剤がない。ＦＲＥＴ対
の均質な分布を確実にするために、並びに最終トナー中の蛍光消光なしにＦＲＥＴを達成
するために、ＥＡプロセスでは、赤色黄色ＦＲＥＴ対は、蛍光剤自体を混合物に単に添加
するのとは対照的に、混合物の他の成分とは別個の１つ以上の蛍光ラテックス（好ましく
は１つ）として提供される。
【００５５】
  　次に、混合物が均質化されてもよく、毎分約６００～約６，０００回転で混合するこ
とによって達成されてもよい。均質化は、例えば、ＩＫＡ　ＵＬＴＲＡ　ＴＵＲＲＡＸ　
Ｔ５０プローブホモジナイザを含む任意の好適な手段によって達成されてもよい。凝集剤
は、混合物に添加されてもよい。任意の好適な凝集剤を利用してもよい。好適な凝集剤と
しては、例えば、二価カチオン又は多価カチオン材料の水溶液が挙げられる。凝集剤とし
ては、例えば、ポリ塩化アルミニウム（polyaluminum chloride、ＰＡＣ）などのポリア
ルミニウムハライド、又は対応する臭化物、フッ化物、若しくはヨウ化物などの無機カチ
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オン性凝集剤、ポリアルミニウムスルホシリケート（polyaluminum sulfosilicate、ＰＡ
ＳＳ）などのポリアルミニウムシリケート、又は塩化アルミニウム、亜硝酸アルミニウム
、硫酸アルミニウム、硫酸アルミニウムカリウム、酢酸カルシウム、塩化カルシウム、亜
硝酸カルシウム、オキシ酸カルシウム、硫酸カルシウム、酢酸マグネシウム、硝酸マグネ
シウム、硫酸マグネシウム、酢酸亜鉛、硝酸亜鉛、硫酸亜鉛、塩化亜鉛、臭化亜鉛、臭化
マグネシウム、塩化銅、及び硫酸銅を含む水溶性金属塩、又はこれらの組み合わせが挙げ
られる。凝集剤は、樹脂（複数可）のガラス転移温度（glass-transition temperature、
Ｔｇ）未満の温度で混合物に添加されてもよい。凝集剤は、均質化下で混合物に添加され
てもよい。
【００５６】
  　凝集剤は、樹脂の総量の約０重量％～約１０重量％、樹脂の総量の約０．２重量％～
約８重量％、又は樹脂の総量の約０．５重量％～約５重量％の量で混合物に添加されても
よい。
【００５７】
  　混合物の粒子を、所定の所望の粒径が得られるまで凝集してもよい。所定の所望のサ
イズとは、形成前に決定される際に得られる所望の粒径を指し、粒径は、そのような粒径
に達するまで成長プロセス中に監視される。サンプルは、成長プロセス中に採取され、体
積平均粒径について、例えば、Ｃｏｕｌｔｅｒ　Ｃｏｕｎｔｅｒで分析してもよい。した
がって、凝集は、高温を維持すること、又は温度を、例えば、実施形態では約３０℃～約
１００℃、実施形態では約３０℃～約８０℃、又は実施形態では約３０℃～約５０℃に維
持することによって進行してもよい。温度は、凝集粒子を提供するために、撹拌しながら
、約０．５時間～約６時間、又は実施形態では約１～約５時間の期間保持されてもよい。
所定の所望の粒径に達すると、（シェルは必要ではないが）シェルが添加されてもよい。
シェルの適用前の粒子の体積平均粒径は、例えば、約３μｍ～約１０μｍ、実施形態では
約４μｍ～約９μｍ、又は約６μｍ～約８μｍであってもよい。
【００５８】
  　シェル樹脂
【００５９】
  　凝集後であるが合体前に、樹脂コーティングをその上にシェルを形成するために、凝
集粒子に適用し得る。上述したあらゆる樹脂をシェルに利用してもよい。実施形態では、
非晶性ポリエステル樹脂がシェルに利用される。実施形態では、（異なる種類の）２つの
非晶性ポリエステル樹脂がシェルに利用される。実施形態では、結晶性ポリエステル樹脂
及び２つの異なる種類の非晶性ポリエステル樹脂がコアに利用され、２つの異なる種類の
非晶性ポリエステル樹脂がシェルに利用される。シェル樹脂は、一般に、蛍光剤を含まず
、したがって蛍光剤を含まない。
【００６０】
  　シェルは、上述したようにエマルション（複数可）の形態でシェル樹脂を使用するこ
とによって、凝集粒子に適用され得る。このようなエマルションは、凝集粒子上にコーテ
ィングを形成するのに十分な条件下で凝集粒子と組み合わされてもよい。例えば、凝集粒
子上のシェルの形成は、約３０℃～約８０℃、又は約３５℃～約７０℃の温度まで加熱し
ながら生じてもよい。シェルの形成は、約５分～約１０時間、又は約１０分～約５時間の
期間にわたって行われてもよい。
【００６１】
  　トナー粒子の所望のサイズが達成されると、混合物のｐＨは、ｐＨ制御剤、例えば、
塩基を用いて、約３～約１０、又は実施形態では約５～約９の値に調整されてもよい。ｐ
Ｈの調整は、トナー成長を停止させる凍結に利用されてもよい。トナー成長を停止するた
めに利用される塩基としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化アン
モニウム、これらの組み合わせなどのアルカリ金属水酸化物などの任意の好適な塩基を挙
げることができる。実施形態では、上記の所望の値にｐＨを調整するのを助けるために、
エチレンジアミン四酢酸（ethylene diamine tetraacetic acid、ＥＤＴＡ）などのキレ
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ート剤を添加してもよい。他のキレート剤が使用されてもよい。
【００６２】
  　実施形態では、コアシェルトナー粒子のサイズ（合体前）は、約３μｍ～約１０μｍ
、約４μｍ～約１０μｍ、又は約６μｍ～約９μｍであってもよい。
【００６３】
  　合体
【００６４】
  　所望の粒径への凝集及びシェルの適用（ある場合）に続いて、粒子は次いで、所望の
最終形状に合体されてもよく、その合体は、例えば、約４５℃～約１５０℃、約５５℃～
約９９℃、又は約６０℃～約９０℃の温度に混合物を加熱する（この温度は、トナー粒子
を形成するために利用される樹脂のガラス転移温度以上であってもよい）。加熱は継続し
てもよく、又は混合物のｐＨは、所望の円形度に達するように一定時間にわたって調整（
例えば、低減）されてもよい。その時間は、約１時間～約５時間、又は約２時間～約４時
間であってもよい。合体中に様々な緩衝剤を使用し得る。合体の総期間は、約１～約９時
間、約１～約８時間、又は約１～約５時間としてもよい。撹拌は、合体中において、例え
ば、約２０ｒｐｍ～約１０００ｒｐｍ、又は約３０ｒｐｍ～約８００ｒｐｍが利用され得
る。
【００６５】
  　凝集及び／又は合体後、混合物を室温まで冷却してもよい。冷却は、所望に応じて急
速であっても遅くてもよい。好適な冷却プロセスは、反応器の周囲のジャケットに冷水を
導入することを含んでもよい。冷却後、所望のサイズのふるいでトナー粒子をふるい分け
し、濾過し、水で洗浄し、次いで乾燥させてもよい。乾燥は、例えば凍結乾燥を含む任意
の好適な乾燥プロセスによって達成されてもよい。
【００６６】
  　トナーでは、蛍光剤（赤色、黄色、及び存在する場合、蛍光増白剤）の総量は、例え
ば、トナーの０．１重量％～１０重量％の量で存在してもよい。これは、トナーの０．１
重量％～８重量％、トナーの０．２重量％～６重量％、トナーの０．５重量％～５重量％
、及びトナーの１重量％～２重量％の総量を含む。これらの範囲は、蛍光消光を防止しな
がらＦＲＥＴを達成するために適切な濃度を確保するのに有用である。赤色蛍光剤及び黄
色蛍光剤の相対量、並びに蛍光増白剤と、赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤の総量との相対量は
、蛍光マゼンタラテックスに関して上述したものであってもよい。
【００６７】
  　実施形態では、結晶性樹脂は、例えば、トナーの約１重量％～約８５重量％、トナー
の約５重量％～約５０重量％、又はトナーの約１０重量％～約３５重量％の量で存在して
もよい。結晶性樹脂又は結晶性樹脂の組み合わせは、例えば、トナーの約５～約９５重量
％、トナーの約３０～約９０重量％、又はトナーの約３５～約８５重量％の量で存在して
もよい。実施形態では、結晶性及び非晶性樹脂が使用され、樹脂の重量比は、非晶性樹脂
の約８０重量％～約６０重量％、結晶性樹脂の約２０重量％～約４０重量％である。この
ような実施形態では、非晶性樹脂は、異なる種類の非晶性樹の組み合わせ、例えば、２つ
の異なる種類の非晶性樹脂の組み合わせであってもよい。実施形態では、非晶性樹脂のう
ちの一方は、他方よりも大きいＭｎ又はＭｗを有する。
【００６８】
  　他の添加剤
【００６９】
  　実施形態では、トナーはまた、他の任意選択的な添加剤を含有し得る。例えば、トナ
ーは、正電荷又は負電荷制御剤を含んでもよい。表面添加剤も使用されてもよい。表面添
加剤の例としては、酸化チタン、酸化ケイ素、酸化アルミニウム、酸化セリウム、酸化ス
ズ、これらの混合物などの金属酸化物と、ＡＥＲＯＳＩＬ（登録商標）、ステアリン酸亜
鉛、ステアリン酸カルシウム、及びステアリン酸マグネシウム、これらの混合物などの脂
肪酸の金属塩及び金属塩、ＵＮＩＬＩＮ７００などの長鎖アルコール、並びにこれらの混
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合物が挙げられる。これらの表面添加剤は、トナーの約０．１％重量％～約５重量％、又
はトナーの約０．２５％重量％～約３重量％の量で存在してもよい。
【００７０】
  　現像剤及び担体
【００７１】
  　トナーは、現像剤組成物に配合されてもよい。現像剤組成物は、トナーを、鋼、フェ
ライトなどのコーティングされた担体を含む既知の担体粒子と混合することによって調製
することができる。このような担体としては、米国特許第４，９３７，１６６号及び同第
４，９３５，３２６号に開示されているものが挙げられ、これらの各々の開示全体は、参
照により本明細書に組み込まれる。トナーは、約１重量％～約１５％重量％、約２重量％
～約８重量％、又は約４重量％～約６重量％の量で担体内に存在してもよい。担体粒子は
また、ポリメチルメタクリレート（polymethylmethacrylate、ＰＭＭＡ）などのポリマー
コーティングを有するコアも含むことができ、その中に導電性カーボンブラックのような
導電性成分が分散されている。担体コーティングとしては、メチルシルセスキオキサンな
どのシリコーン樹脂、ポリフッ化ビニリデンなどのフルオロポリマー、ポリフッ化ビニリ
デン及びアクリルなどの摩擦電気系列表（triboelectric series）で近接していない樹脂
の混合物、アクリルなどの熱硬化性樹脂、これらの組み合わせ、及び他の既知成分が挙げ
られる。
【００７２】
  　用途
【００７３】
  　本発明のトナーは、様々な電子写真式プロセスで、様々な電子写真式プリンタと共に
使用し得る。電子写真式イメージングプロセスには、例えば、帯電構成要素、イメージン
グ構成要素、光伝導性構成要素、現像構成要素、転写構成要素、及び定着構成要素を含む
電子写真式プリンタで画像を調製することが含まれる。実施形態では、現像構成要素は、
担体を本明細書に記載のいずれかのトナーと混合することによって調製される現像剤を含
んでもよい。電子写真式プリンタは、高速プリンタ、白黒高速プリンタ、カラープリンタ
などを含んでもよい。画像がトナー／現像剤で形成されると、画像はその後、紙などの画
像受容媒体に転写され得る。定着機ロール部材は、熱及び圧力を使用することによって、
トナーを画像受容媒体に定着させるために使用され得る。
【００７４】
  　インクジェット印刷組成物
【００７５】
  　本蛍光マゼンタラテックスから形成され得る別の例示的な組成物は、インクジェット
印刷組成物である。このような組成物は、インクジェット印刷システムを介して射出可能
であるように構成される。このような組成物は、開示した蛍光マゼンタラテックス、溶媒
（水など）、任意選択的に、共溶媒（水溶性又は水混和性有機溶媒など）、及び任意選択
的に、界面活性剤、インクジェット印刷組成物の粘度を調整するための粘度調整剤、又は
インクジェット印刷組成物の表面張力を調整するための表面レベリング剤などの添加剤の
うちのいずれかを含んでもよい。所望の成分を所望の量で組み合わせるか、又は混合して
もよい。インクジェット印刷組成物は、市販のインクジェット印刷システムと共に使用さ
れてもよい。例示的な溶媒、共溶媒、添加剤、例示的な量、及び例示的なインクジェット
印刷システムとしては、その全体が参照により本明細書に組み込まれる米国特許出願公開
第２０１９／０３６７７５３号に記載されているものを含む。このようなインクジェット
印刷組成物を使用して画像を形成する際、インクジェット印刷組成物は、インクジェット
印刷システムを介して所望の基材上に堆積されてもよい。次いで、溶媒（複数可）が、堆
積されたままのインクジェット印刷組成物から蒸発させられてもよい。
【実施例】
【００７６】
  　以下の実施例は、本開示の実施形態を説明するために提出される。これらの実施例は
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例示的なものにすぎず、本開示の範囲を限定することを意図するものではない。また、別
途記載のない限り、割合及び百分率は重量による。本明細書全体を通して使用されるとき
、「室温」は、２０℃～２５℃の温度を指す。
【００７７】
  　蛍光ラテックスを以下のように調製した。１２０ｇの第１の種類の非晶性ポリエステ
ル樹脂、８０ｇの第２の種類の非晶性ポリエステル樹脂、１つ以上の種類の蛍光剤（下記
表１参照）を、（１４５／４８／４０ｇ）の比率のアセトン、酢酸エチル、及び水性アン
モニア溶液の混合物に、４０℃で２Ｌ反応器中で溶解させた。各混合物に追加の塩基溶液
を添加して、ポリエステル樹脂を完全に中和した。約１時間後、均質化を完了した後、脱
イオン水を各混合物に添加した。このプロセス中に、真空を適用することによって有機溶
媒を除去し、水を添加して、所望の水の量を維持した（所望の固形分％を達成するために
）。最後に、得られたエマルションを２５μｍのふるいを通して濾過した。エマルション
の平均粒径は約２５０ｎｍであり、固形分含量は約３０％であった。エマルション中の総
蛍光剤含量は、約１％であった。界面活性剤（Ｃａｌｆａｘ）及び殺生物剤（Ｐｒｏｘｅ
ｌ　ＧＸＬ）を添加して、蛍光ラテックスを安定化させ、生物成長を防止した。
【００７８】
【表１】

  　表１．蛍光ラテックス
【００７９】
  　蛍光トナーは、表１の蛍光ラテックス、及び表１の蛍光ラテックスの組み合わせを使
用して作製した。本明細書に説明されるように、エマルション凝集プロセスを使用した。
【００８０】
  　具体的には、各トナーについて、表１の蛍光ラテックスのうちの１つ以上と、結晶性
ポリエステル樹脂を含む第１のエマルションと、第１の種類の非晶性ポリエステル樹脂を
含む第２のエマルションと、第２の種類の非晶性ポリエステル樹脂を含む第３のエマルシ
ョンと、組み合わせることによって、混合物が形成された。次に、混合物を酸性化した。
次に、そのｐＨを５未満に調整した後、混合物を均質化しながら硫酸アルミニウム（alum
inum sulfate、ＡＬＳ）溶液をゆっくりと添加した。得られた高粘度混合物を２Ｌ反応器
に移動させ、温度を約４５℃まで上昇させることによって凝集を開始させた。粒径（Ｄ５
０ｖ）が約７．０μｍに達したときに、２つの非晶性ポリエステル樹脂を含有するエマル
ションを混合物に添加して、粒子上にシェルを形成し、粒子が継続的に成長することが可
能となった。キレート剤（ＥＤＴＡ）及び塩基（ＮａＯＨ）を添加することによって粒子
を凍結させた。反応器の温度を、合体のために約８４℃まで上昇させた。粒子が所望の円
形度に達したときに加熱を停止した。粒子スラリーをクエンチし、次いで粒子をふるい分
けし、真空下で濾過した。濾過された粒子を脱イオン水で洗浄し、凍結乾燥させた。
【００８１】
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  　Ｇｒｅｔａｇ　Ｘ－ｒｉｔｅ型器具を使用して、紙に印刷された蛍光トナーの反射ス
ペクトルを収集した。結果は、いくつかのトナーについて図１に示される。トナー１は、
サンプル７の蛍光ラテックスを含む混合物から形成された。トナー２は、サンプル４の蛍
光ラテックス及びサンプル５の蛍光ラテックスを含む混合物から形成した。トナー３は、
サンプル２の蛍光ラテックス及びサンプル５の蛍光ラテックスを含む混合物から形成した
。
【００８２】
  　結果は、トナーからのマゼンタ蛍光の発光を確認する。結果はまた、トナー１が最も
高いピーク反射率（すなわち、ピークにおける反射率の値）を示したことも示す。このト
ナーは、ソルベントレッド４９、ソルベントイエロー９８、及び蛍光増白剤を含む。トナ
ー１のピーク反射率は、同じ赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤が提供されたが、２つの異なる蛍
光ラテックスで提供されたトナー２のピーク反射率よりも有意に大きい。しかしながら、
トナー２のピーク反射率は、赤色蛍光剤及び黄色蛍光剤が同様に２つの異なる蛍光ラテッ
クスで提供されたが、ソルベントイエロー９８の代わりにソルベントイエロー１６０：１
を使用するトナー３のピーク反射率よりも依然として高い。トナー３と比較したトナー２
の更なる反射率は、上記で使用される蛍光ラテックス形成方法によって促進される、ソル
ベントイエロー９８とソルベントレッド４９との間に起こるＦＲＥＴに少なくとも部分的
に起因すると考えられる。トナー２と比較したトナー１の更なる反射率は、単一の蛍光マ
ゼンタラテックスの使用に起因するより効率的なＦＲＥＴプロセスに起因すると考えられ
る。結果は、トナー１が輝度の向上した蛍光マゼンタトナーであることを示す。
【００８３】
  　上記で開示されたものの変形例、並びに他の特徴及び機能、又はこれらの代替物が、
他の異なるシステム又は用途に組み合わされ得ることが理解されるであろう。様々な現在
予期されない、又は先行例のない代替物、修正、変形、又は改善が、当業者によって後に
行われてもよく、これらはまた、以下の特許請求の範囲によって包含されることが意図さ
れる。
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